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JUSTICE



JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）
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 設立

 2011年4月1日

 前身

 国立大学図書館協会コンソーシアム（2000年～）

 公私立大学図書館コンソーシアム（PULC）（2003年～）

 目的

 電子ジャーナル等の電子リソースに係る契約、管理、
提供、保存、人材育成等を通じて、わが国の学術情報
基盤の整備に貢献する

 会員

 532館（2016年8月3日現在）



交渉状況
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2016年度
（9月1日現在）

（参考）2015年度

交渉・協議
対象

62社（海外55、国内7） 68社（海外58、国内10）

提案合意、
開示済み

55社・109提案・207製品 56社・113提案・204製品

交渉中 4社 －

直接対面交
渉回数

43回 104回



コンソーシアム効果
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文部科学省「学術情報基盤実態調査結果報告」を基にJUSTICE事務局が作成
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情報格差の是正
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A：大規模大学（8学部以上）
B：中規模大学（5~7学部）
C：小規模大学（2~4学部）
D：単科大学
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調査の背景
（ゴールドOAへの対応）



OAジャーナル・論文の成長率
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全体
ゴールドOA

（2000年～）

雑誌数 3.5% 18%

論文数 3% 30%

（平均成長率/年）

＊DOAJからのサンプル調査出典：
Mikael Laakso, Patrik Welling, Helena Bukvova, Linus Nyman, Bo-Christer Björk, Turid
Hedlund (2011) 
The Development of Open Access Journal Publishing from 1993 to 2009. PLoS ONE 
6(6): e20961. doi:10.1371/journal.pone.0020961

OA誌数

OA論文数



OAジャーナル論文の成長予測
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Lewis, David W. The Inevitability of Open Access. College & Research Libraries.
73(5), 493-506. 2012  



ジャーナルのビジネスモデル別の論文数
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2014年に購読モデルで210万論文（83％）、オープンアクセスで42万論文（17％）が出版



TCP交渉が不可欠
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Subscription（購読費）の交渉

TCP（Total Cost of Publication）
＝

Subscription（購読費）＋APC（OA出版費）
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調査の背景
（購読モデルでの交渉の限界）



値上がりは続く
電子ジャーナル（個別タイトル）平均定価（自然科学系）
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“Library Journal”誌に毎年掲載される“Periodicals Price Survey”による（JUSTICE事務局作成）



値上がりは続く
電子ジャーナル（個別タイトル）平均定価（人文社会学系）
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“Library Journal”誌に毎年掲載される“Periodicals Price Survey”による（JUSTICE事務局作成）
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“We are treating symptoms not
causes ...”（Tom Sanville）

対症療法にとどまる



購読モデルにおける価格上昇の原因
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 アクセス権販売の独占

 出版社はアクセス権を販売しており、著作権の譲渡を受
けることにより、その権利を独占

 価格競争にさらされない

 学術雑誌の特殊性

 購読者から見た学術雑誌は、代替財ではなく補完財

 同じ分野のA誌とB誌は代替可能ではなく、互いに補完し
合う関係

 両誌を購読しなければならない
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世界の動向



SCOAP3

Sponsoring Consortium for Open Access Publishing in Particle Physics
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 高エネルギー物理学分野の主要
ジャーナルのゴールドOA化をめざ
す国際連携プロジェクト

 欧州原子核研究機構（CERN）が中
心となり、高エネルギー物理学分
野（High Energy Physics: HEP）の研
究者を擁する世界の研究機関、大
学図書館等に協力を呼びかけ

 必要経費総額は約10Mユーロ（約
10億円）

 対象誌への掲載論文数により国別
負担比率を決定（日本は7.2%）

 入札によりOA出版費を抑制

 図書館等の購読費をOA出版費に振
り替えることによりOAを実現

 2014年から10誌がOAに



Max Planckの試算
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（グローバル）

 全世界のジャーナル購読料の総額は、76億ユーロ（≒1兆円）

 年間出版論文数は、200万本

 1論文当たりの購読料は、3,800ユーロ（≒50万円）

一方、

 APC平均単価は、2,000ユーロ（≒26万円）

Disrupting the subscription journals’ business model for the necessary large-
scale transformation to open access.
http://dx.doi.org/10.17617/1.3

Head of Scientific Information Provision at the Max Planck Digital Library
SCOAP3 Governing Council Chair

http://dx.doi.org/10.17617/1.3


Max Planckの試算（続）
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（国別データ）

 ドイツ

 70,000論文×2,000ユーロ（APC）＝1.4億ユーロ（≒182億円）

 購読料支出は、2億ユーロ（≒260億円）

 イギリス

 72,000論文×2,000ユーロ（APC）＝1.44億ユーロ（≒187億円）

 購読料支出は、2.2～2.6億ユーロ（≒286～338億円）

 フランス

 46,000論文×2,000ユーロ（APC）＝0.92億ユーロ（≒119億円）

 購読料支出は、1.2億ユーロ（≒156億円）



Berlin12での提案
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 オープンアクセスの国際会議

 世界の19か国から96名が参加

 日本からはNIIとJSTが参加

各国が歩調を合わせて、現在の購読料をAPCに振り替えれ
ば、追加のコストを発生させることなく、200万本の論文
のOA化は即座に実現できる。

http://www.berlin12.org/

Max Planckの提案



Open Access 2020
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http://oa2020.org/

Expression of Interestを掲載

既に64機関が署名（2016年8月30日現在）
JUSTICEも署名

http://oa2020.org/


Max Planck提案に対する懸念
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 1論文2,000ユーロというAPCは安すぎる

 限定的なSCOAP3ですら、購読料をAPCに振り替える

のに相当な時間と労力がかかったので、グローバル

に展開できるのか疑問

 刊行される論文数が増え続けると、いずれ現在の購

読料の振替だけではコストをまかなえなくなる

 これまで以上に、特定出版社にロックイン



Springer Compact
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 オランダ：オランダ大学協会（VSNU）

 オーストリア：Austrian Academic Library ConsortiumとAustrian 
Science Fund（FWF）

 イギリス：Jisc Collections

 ドイツ：マックスプランク研究所（Max Planck Gesellschaft）

 スウェーデン：BIBSAM

 OA出版費（APC）と購読料を一括で支払うゴールド
OA推進モデル

 ハイブリッド型OA（約1,600誌）でのOA出版権と、
SpringerLinkへのアクセス権（約2,000誌）を提供。
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国内論文公表実態調査



国内研究者による論文公表実態調査
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 目的
 TCPの交渉を行うためのAPC支払額の把握

 購読モデルからOAモデルへの転換（フリップ）の可能性
の検討

 実施主体
 JUSTICE運営委員会及びSPARC Japan運営委員会の下に、合

同「調査チーム」を設置し、調査を企画し実施

 調査方法
 商用データベース（Scopus、Web of Science等）から調査

分析に必要なデータを抽出して調査マスタデータベース
を作成し、それを基に各種集計作業を行う

 調査期間
 2015年9月～2017年3月（予定）



作業の概要
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ソースDB Web of Science（Thomson Reuters社）

収録対象誌数 約12,500誌

論文公表年 2012～2014の各年

DBからの抽出データ 代表著者・共著者のいずれかに日本の研究機関所属の著者
が含まれているドキュメントのデータ

論文タイプ ArticleとReviewに絞る（これ以外のタイプは、Letter、Note、
Meeting Abstract、Proceedings Paperなど）

著者の所属国 Reprint Author – CountryがJapanである論文＝日本の機関に
属する研究者が代表著者となった論文

OA論文 今回カウントしたOA論文は、フルOA誌に掲載された論文
に限る（Web of ScienceデータにOAフラグが立っているの
は、フルOA誌掲載論文のみのため）

APC額 出版社等のウェブサイトから最新のAPC額を調査
（当該年時点の額ではない）

当該年の為替レート（年間平均額）により日本円に換算



集計値（概要）
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分野別 掲載論文数（単位：件）
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分野別 フルOA誌掲載論文数（単位：件）
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分野別 APC支払推定額（単位：百万円）
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※フルOA誌掲載論文に対するAPC支払推定額



OA化必要経費と購読費（JUSTICE会員大学）
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■JUSTICE会員大学のうち、2014年発表論文があり、購読費が判
明している300大学を抽出して集計

■OA化必要経費は、論文数×EUR2,000×141.85（2014年レート）
で算出

■購読費は、JUSTICE契約状況調査からカレントEJ購読費を取得
■a>b＝39大学

2014年の集計



これまでのまとめ
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 APC支払額の把握

 ハイブリッド誌掲載のOA論文の特定が困難

 実際のAPC支払額を把握するには、APCエージェント（図
書館？業者？）が必要

 転換の可能性

 全国レベルで見ると購読からOAへの転換は可能

 しかし、大規模研究大学を中心としたいくつかの機関は、
ギャップを埋めるために、購読費以外の資金が必要



今後のタスク
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 調査の継続

 ハイブリッド誌掲載OA論文の特定

 APC額データベース（ジャーナル毎）の整備

 調査対象範囲の拡大

 JUSTICE会員館へのデータ提供

 国際連携協力

 ICOLC（2016.10.16-19、Amsterdam）

 Berlin 13（2017.3.21-22、Berlin）

 マックスプランク研究所

 カリフォルニア大学図書館（Pay It Forward調査）


